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３
月
24
日
に
開
か
れ

た
、
３
月
市
議
会
最
終

日
、
党
市
議
団
は
来
年

度
予
算
の
組
み
替
え
を

提
案
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
県
か
ら
市

へ
派
遣
を
受
け
て
い
る

現
職
警
察
官
の
人
件
費

１
年
分
を
、
３
ヶ
月
分

に
減
額
し
（
全
額
削
減

を
求
め
た
い
と
こ
ろ
で

す
が
予
定
で
は
来
年
３

月
末
ま
で
な
の
で
、
県

と
の
協
議
期
間
と
し
て

３
ヶ
月
分
残
し
た
。
）

替
わ
り
に
、
各
小
学
校

区
で
毎
週
安
全
・
安
心

に
関
す
る
講
座
を
開
催

で
き
る
程
度
に
講
師
謝

礼
を
追
加
。
残
額
を
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
に
繰
入
れ
る
と
い
う

も
の
で
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算

に
対
す
る
組
み
替
え
動

議
は
、
議
事
録
検
索
が

可
能
な
１
９
９
５
年
３

月
議
会
以
降
で
は
初
め

て
で
、
市
議
会
初
で
は

な
い
か
と
の
声
も
聞
か

れ
ま
す
。

警
察
官
の
派
遣
受
入

れ
に
つ
い
て
、
党
市
議

団
は
開
始
時
か
ら
一
貫

し
て
反
対
し
て
き
ま
し

た
。

自
治
体
職
員
と
警
察
官

で
は
、
住
民
を
ど
の
よ

う
な
対
象
と
し
て
見
つ

め
る
か
と
い
う
点
で
大

き
な
違
い
が
あ
り
、
住

民
と
共
同
し
て
地
方
自

治
を
行
っ
て
い
く
の
に
、

現
職
警
察
官
を
職
員
と

し
て
配
置
す
る
こ
と
は

問
題
が
あ
る
と
の
考
え

か
ら
で
す
。
ま
た
、
現

職
警
察
官
の
派
遣
を
受

け
て
市
が
行
っ
て
い
る

事
務
は
、
本
来
警
察
自

身
が
行
う
べ
き
仕
事
だ

と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
は
、
他
の
健
康
保

険
で
は
見
ら
れ
な
い
国

保
の
特
徴
と
し
て
、
社

会
的
弱
者
が
最
終
的
に

加
入
す
る
保
険
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
保
険
税
収

納
率
が
ど
う
し
て
も
低

く
（
尾
張
旭
市
で
は
約

90
％
）
な
り
ま
す
。
国

保
の
仕
組
み
か
ら
仕
方

な
く
生
じ
る
不
足
分
を
、

党市議団 来年度予算の組み替えを提案
現職警察官の派遣受入れの減額と国保への繰入増を求める

全
て
国
保
加
入
者
だ
け

で
負
担
し
て
い
る
今
の

よ
う
な
状
態
は
社
会
的

公
正
さ
に
欠
け
ま
す
。

そ
の
不
足
分
を
少
し
で

も
市
民
全
体
で
支
え
る

た
め
に
、
派
遣
職
員
人

件
費
で
削
っ
た
一
部
を

国
保
に
繰
入
す
る
も
の

で
す
。

党
市
議
団
の
組
み
替

え
動
議
は
否
決
さ
れ
ま

し
た
が
「
あ
の
内
容
な

ら
提
案
者
に
加
え
て
欲

し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

は
声
を
か
け
て
欲
し
い
。
」

（
そ
れ
な
ら
動
議
に
賛

成
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
。
）
「
あ
れ
は
仕
方

な
い
よ
、
警
察
を
誘
致

す
る
た
め
に
や
っ
て
い

る
ん
だ
か
ら
。
」
（
そ

ん
な
話
は
初
め
て
聞
き

ま
し
た
し
、
警
察
署
の

設
置
も
県
の
事
務
で
す
。
）

な
ど
の
話
が
他
会
派
議

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

現職警察官の派遣受入れについて

●県派遣職員人件費負担金

予算額1100万円を75%減らし、3ヶ月分の275万円とする。

●安全・安心講習講師謝礼を設け、

１万円×38回（年間50回のうち9ヶ月分）×9小学校区

=342万円を追加する。

国民健康保険特別会計への繰入について

●国民健康保険特別会計繰出金

予算額5億7538万3千円に、483万円を保険税全市支援分と

して加え、総額、5億8021万3千円とする。

陳
情
３
号
～
６
号
は
、
い

ず
れ
も
議
会
改
革
に
関
す
る

も
の
で
、
４
つ
の
陳
情
が
付

託
さ
れ
た
議
会
運
営
委
員
会

で
は
「
こ
れ
か
ら
議
会
で
議

論
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

だ
か
ら
」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
な
ら
賛
成
し
て
も
良

い
と
思
い
ま
す
が
「
こ
れ
か

ら
…
」
で
は
な
く
て
、
本
当

は
「
こ
れ
ま
で
も
議
論
し
て

き
た
」
の
で
す
。

「
議
会
報
告
会
を
実
施
し

た
い
」
と
い
う
提
案
（
陳
情

３
号
の
内
容
）
を
出
し
て
も
、

「
広
報
と
と
も
に
全
戸
配
布

さ
れ
る
市
議
会
だ
よ
り
に
、

裏
面
の
よ
う
な
賛
否
の
一
覧

表
を
掲
載
し
よ
う
」
と
い
う

提
案
（
陳
情
４
号
・
５
号
の

内
容
）
を
出
し
て
も
、
否
定

し
て
き
た
の
は
保
守
系
や
公

明
党
議
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

そ
し
て
、
本
会
議
場
で
は
反

対
理
由
を
語
ら
な
い
の
で
す

か
ら
、
議
員
本
来
の
職
責
を

果
た
せ
て
い
な
い
。
と
い
う

こ
と
に
な
ら
な
い
で
し
ょ
う

か
？

今
号
の
旭
民
報
で
は
、
３
月
議
会
の
賛
否
に

つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

党
市
議
団
は
新
年
度
予
算
に
対
し
て
、
今
期

初
の
組
み
替
え
を
提
案
し
、
改
善
を
求
め
ま
し

た
。

新年度予算組み替え提案の内容

自分の賛否が知られるのはイヤですか？



３月議会で賛否が別れた議案などは、上の

表の通り15件で、市が提案した議案は全て可決。６つの陳

情は全て否決されました。そのうち、党市議団提案の予算

の組み替え道議、報酬審議会を経て提案された特別職の報

酬引下げ（15号17号18号）、陳情3号、4号、6号の合計７

件についての反対理由は語られていません。

●5号議案（新年度一般会計予算）では、予算の組み替え

を求めた内容の他に、自衛官募集事務実施などについて批

判しました。（反対討論 川村 剛）

●14号議案（市職員の減員）については、高齢化が進む中、

これまで以上に丁寧な窓口対応が求められるようになって

いること、夜間窓口・休日窓口など人員が必要なサービス

を開始しても増員の検討もしていないなどを指摘しました。

（反対討論 川村 剛）

●陳情1号と2号は永住外国人に参政権を与えるのは憲法違

反で、実施しないよう求める内容ですが、憲法10条で国民

の要件は法で定めるとされていることから憲法違反ではな

く、さらに、住人の意見をより多く政治に反映をさせるた

めに、永住外国人への参政権付与は行うべきと表明しまし

た。（反対討論 川村 剛）

●6号11号12号の3議案について塚本美幸議員が反対討論を

行いました

解説

賛否の分かれた議案などに対する各議員の態度

議案などの名称

３月議会

○：賛成 ×：反対

※議長は

採決に加わりません。
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※

草

莽

×× × ×× ××

○

××××× ×
－

× ×× ××

○

×第５号議案 平成22年度一般

会計予算に対する組替え動議

○○ ○

×× ×

○○ ○

×××

○

×

－○

×× ×

○○

×陳情６号 陳情審査結果

通知書に討議状況を記載

○○

× ×× ×××

○

×××× ×

－

× ×× ××× ×陳情１号 永住外国人への地

方参政権付与の法制化に反対

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○ ○－○ ○○○○

×

○
第５号議案 平成22年度

一般会計予算

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○ ○－○ ○○○○

×

○
第６号議案 平成22年度

国民健康保険特別会計予算

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○ ○－○ ○○○○

×

○
第11号議案 平成22年度

介護保険会計予算

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○ ○－○ ○○○○

×

○
第12号議案 平成22年度

後期高齢医療会計予算

○○ ○ ○○ ○○

×

○○○○○ ○－○ ○○○○

×

○
第14号議案 職員定数条例

一部改正

×

○ ○ ○○ ○○○ ○○○○○ ○－○ ○○○○○ ○第15号議案 議員報酬引下げ

×

○ ○ ○○ ○○○ ○○○○○ ○－○ ○○○○○ ○
第17号議案 市長・副市長の

給与引下げ案

×

○ ○ ○○ ○○○ ○○○○○ ○－○ ○○○○○ ○
第18号議案 教育長の

給与引下げ案

○○ ○

×× ×

○○ ○

×××

○

×

－○

×× ×

○○

×陳情３号 議会と市民との

対話の仕組み作りを求める

○○ ○

×× ×

○○ ○

×××

○

×

－○

×× ×

○○

×陳情４号 陳情審査結果

通知書に賛否票数を記載する

○○ ○

×× ×

○○ ○

×××

○

×

－

× ×× ××

○

×陳情５号 陳情審査結果

通知書に賛否議員氏名を記載

○○

× ×× ×××

○

×××× ×

－

× ×× ××× ×陳情２号 憲法違反の外国人

参政権による選挙を…


